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令和 2 年 5 月 21 日 

気仙沼信用金庫 

 

地方創生に資する金融機関等の「特徴的な取組事例」の受賞について 

 

気仙沼信用金庫の下記取組みが、令和元年度地方創生に資する金融機関等の

「特徴的な取組事例」に選出され、内閣府特命担当大臣（地方創生担当）の表

彰を受けました。 

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局が、全国の金融機関等から報告

された地方創生に資する取組みを評価し、地方公共団体等と連携している事例

や先駆性のある事例などを表彰するもので、昨年に引き続き 2 年連続での表彰

となります。 

 当金庫は、今後も地域創生に資する取組みを積極的に推進してまいります。 

 

記 

 

【取組みの概要】 

① 「みしおね横丁」への支援 

みしおね横丁は、銭湯を核に飲食店など 7 店舗、1 施設からなるトレーラー

ハウスを用いた屋台村で、当金庫では、運営母体の法人化にあたり専門家を

交えた支援や具体性のある事業計画の作成、円滑な資金調達を支援しました。

また、各飲食店において新規創業までの各種相談対応など、当市総合計画の

起業・創業支援の施策とリンクした取組みを行い、基幹産業である水産業を

後押し等、地域振興を図りました。 

 

② 「新現役交流会 2.0」の開催 

新現役交流会は、大手企業の OB等である「新現役」と地域企業を結びつけ

る人材マッチング支援の取組みであり、今回は、東日本大震災被災 3県の地

域金融機関 25 機関と国の関係省庁等が連携し、様々な課題を抱える被災 3

県の事業者と新現役をマッチングさせる取組みとして「新現役交流会 2.0」

を開催しました。当金庫取引先から 5社が参加し、各社の生産性向上と組織

運営の改善など、課題解決の支援に取り組みました。 

 

 

以上 

 





遠洋漁業の拠点である気仙沼において、属
性を超えた人々が交差する新たな拠点を構
築。

6つの個性的な飲食店と公衆浴場

多国籍料理、BARなどの6店舗に加え、漁船
員や地域住民の癒しとなる銭湯を併設。

イスラム教の礼拝所（ムショラ）を併設し、
外国人労働者の祈りの空間を確保。

多様な文化の受容

港町のサードプレイス



日本一の生鮮カツオ水揚
げを誇る遠洋漁業の拠点。
しかし、震災による被災
や立ち退きで、漁船員を
大切にしてきた独自の港
町文化が喪失の危機に。

水産加工業や漁船の操業
に不可欠なインドネシア
人等の外国人労働者。
しかし、食文化や宗教
（礼拝）に対応するイン
フラや受け入れ環境が圧
倒的に不足。

地元住民、入港する漁船
員、そして観光客が自然
な形で交わり、新たなビ
ジネスや文化交流が生ま
れる「中心部」となる求
心力のある場所の欠如。

地域経済の
持続性への懸念

外国人労働者の
インフラ不足

水産業と
港町文化の危機



ムショラ（祈りの場）
インドネシア料理店に隣接し、ムスリム
の日常的な祈りの空間を確保。文化的な
インクルージョンを体現。

銭湯＆食堂
漁船員や地元民の癒しの場
となる銭湯や早朝から定食
を提供する食堂を併設。

多国籍な飲食店群＆
テラス席
メキシカン、沖縄料理、イン
ドネシア料理、ラーメンなど、
多国籍な食が交差するオープ
ンなテラス空間。

インドネシア
料理

沖縄料理

ラーメン B

A

R

食堂

銭

湯



港町のリアルな熱気の体験、
地域が持つディープな魅力の発見。

入港環境の整備、
安らぎの提供と情報交換の場。

働きやすい環境づくり、
母国の味の提供、
祈りの場の確保。

新しい交流の創出、
シニア世代・UIJターンの雇用、
起業の舞台。



融資実行

相談ブースの設置、専門家派遣、法人化
の見直し等継続的な経営支援。

無担保プロパー融資に加え、復興庁クラ
ウドファンディング、各種補助金の申請
を伴走支援。

結論：金融インフラの枠を超え、地域社会の持続可能な発展をプロデュースする

従来型金融機関

入港船や外国人を自ら調査・マーケティング
し、具体性のある事業計画を作成支援。

持ち込まれた案件の
審査のみ

返済スケジュールの管理



Phase1:ゼロからの立ち上げ

・運営母体の設立支援
・港湾リサーチと市場調査の実施
・具体性のある事業計画の策定伴
走

Phase2:多角的な資金調達

・事業資金の新規融資（利子補給
制度活用）

・クラウドファンディングや寄付
金の提案・支援

・スタートアップ加速化補助金等
の申請支援

Phase3:運営の自走とPDCA

・専門家を活用したマーケティング
・経営改善支援
・職員の成長機会としてのノウハウ
共有とニーズの掘り起こし



夜間限定イベント。各店舗が特
別メニューを展開し、若者や観
光客の回遊と夜間消費を促進。

気仙沼の事業者が集結し、雑貨
や食材を販売。年に数回開催で
地域住民を広く呼び込む。

ゲストライブやスタンプラリー。
継続的な集客と、交差するコ
ミュニティの絆を再確認する熱
狂の場。

夜の顔：ヤルッキャナイト昼の顔：みなとでマルシェ 祝祭の顔：５周年祭

みしおね横丁イベント



地域経済の発信地

みしおね横丁は単なる飲食店街ではなく、「食」と「風呂」という個別の要素が混
ざり合い、多様な人々が価値を交換し合う「地域経済の発信地」となっている。



本件プロジェクトで生み出された資金ニーズに対する
無担保プロパー融資の実行額

当庫が運営する相談ブース等での専門家活用による
法人化・事業計画見直し支援の実績

気仙沼信用金庫の伴走による成果

関係人口の
増加

地元に帰る漁師や、母国に帰る外国人が気
仙沼の「アンバサダー」となり、世界中か
ら人が集う港町へ。地域住民主体との連携
による持続的発展のモデルケースとして、
外部発信を強化し、みしおね横丁への訪問
者と関係人口の増加という好循環を図る。
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